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バ
ト
ル
ロ
ワ

イ
ヤ
ル
と
い
う

プ
ロ
レ
ス
の
ゲ

ー
ム
形
式
が
あ

る
。
リ
ン
グ
上
の
誰
も
が
敵

だ
が
、
敵
同
士
で
争
っ
て
敵

を
減
ら
し
て
く
れ
る
奴
は
味

方
で
も
あ
る
。

　

覆
面
を
し
た
怪
物
み
た
い

な
連
中
が
い
っ
ぱ
い
い
る
。

マ
ス
コ
ミ
を
味
方
に
付
け
れ

ば
法
律
な
ん
か
糞
く
ら
え

で
、
世
の
中
ど
う
に
で
も
な

る
と
心
得
て
い
る
奴
が
、
世

の
リ
ー
ダ
ー
や
ヒ
ー
ロ
ー
と

し
て
暴
れ
て
い
る
。

　

粉
飾
決
算
で
自
殺
者
が
出

る
ほ
ど
人
を
泣
か
せ
て
儲
け

て
「
何
が
悪
だ
」
と
開
き
直

る
奴
を
有
罪
に
す
る
司
法

は
、
そ
の
一
面
で
は
立
派
な

正
義
の
味
方
だ
が
、
別
な
面

で
は
何
を
や
っ
て
い
る
か
分

か
ら
な
い
。

　

私
た
ち
庶
民
も
馬
鹿
な
の

か
、
獄
中
の
悪
が
日
本
最
高

の
人
気
物
で
、
そ
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
が
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
（
ア
ク

セ
ス
の
多
い
Ｈ
Ｐ
）で
あ
る
。

　

か
つ
て
権
力
に
敢
然
と
対

抗
し
た
ア
メ
リ
カ
の
新
聞
王

国
が
経
営
不
振
で
恥
も
外
聞

も
な
く
、
政
府
に
援
助
を
求

め
て
泣
き
つ
い
て
い
る
。

　

最
後
に
リ
ン
グ
上
に
勝
ち

残
る
の
は
国
民
大
衆
だ
ろ
う

が
、
ま
だ
先
は
見
え
な
い
。

おことわり

口から見える健康と歯科医療を考える
市民
講座「口は命の入口、心の出口」

効
果
で
れ
ば
他
区
で
も
実
施

◇
５
月
20
日（
日
）　

◇
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

「
医
療
ど
ぉ
〜
ナ
ル
」

サ
ン
テ
レ
ビ
で
絶
賛
放
送
中

小
澤
理
事
長
が
呼
び
か
け

登
録
医
制
度
「
導
入
あ
り
き
」の
強
硬
姿
勢

　

保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
を
大
阪
連
絡
会
は
「
口
は
命
の
入

口
、
心
の
出
口
〜
食
卓
の
向
こ
う
側
に
見
え
る
も
の
」
を
テ

ー
マ
に
５
月
20
日
、
総
会
・
市
民
講
座
を
開
く
（
大
阪
府
・

大
阪
市
が
後
援
）。
同
会
代
表
世
話
人
の
小
澤
力
協
会
理
事

長
が
、
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

大
阪
市
の
橋
下
市
長
は
、
生
活
保
護
の
医
療
扶
助
費
削
減
を
目
的
に
、
西
成
区
の
生
活
保

護
受
給
者
の
受
診
を
制
限
す
る
「
医
療
機
関
等
登
録
制
度
」（
案
）
を
２
月
20
日
、
発
表
し

た
。
医
科
・
歯
科
協
会
ら
は
４
月
６
日
、
内
容
の
説
明
を
市
当
局
に
求
め
る
懇
談
会
を
西
成

区
役
所
で
開
い
た
。
ま
だ
（
案
）
の
段
階
に
も
か
か
わ
ら
ず
生
活
保
護
受
給
者
に
告
知
文
を

送
る
な
ど
、
行
政
の
ル
ー
ル
さ
え
無
視
し
制
度
の
「
導
入
あ
り
き
」
で
進
め
よ
う
と
す
る
役

所
の
強
引
な
行
政
運
営
を
問
う
意
見
が
参
加
者
か
ら
相
次
い
だ
。
協
会
か
ら
小
澤
力
理
事
長

・
寺
嶋
洋
幸
理
事
、
医
科
協
会
か
ら
田
端
晃
博
理
事
・
浅
野
隆
司
氏
が
参
加
し
た
ほ
か
、
事

務
局
や
医
療
団
体
か
ら
17
人
が
参
加
、
疑
問
や
矛
盾
点
を
指
摘
し
た
。

　

「
保
険
で
よ
い
歯
科
医
療

を
大
阪
連
絡
会
」
は
、
今
年

で
３
年
目
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
の
間
、

「
保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
」

の
実
現
を
求
め
る
署
名
は
、

大
阪
で
３
万
８
千
筆
、
全
国

で
28
万
筆
に
達
し
ま
し
た
。

こ
の
署
名
を
携
え
て
の
国
会

請
願
、
府
内
自
治
体
で
の
意

見
書
採
択
（
現
在
17
議
会
）

は
大
変
、
大
き
な
力
に
な
り

ま
し
た
。

　

一
つ
は
、
２
０
１
１
年
８

月
に
国
会
で
「
歯
科
口
腔
保

健
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」

が
全
員
一
致
で
可
決
・
成
立

し
た
こ
と
で
す
。
も
う
一
つ

は
、
12
年
度
診
療
報
酬
改
定

で
歯
科
医
療
へ
の
一
定
の
評

価
を
得
た
こ
と
で
す
。

　

大
阪
連
絡
会
で
は
、
こ
の

よ
う
な
運
動
と
同
時
に
、
府

民
の
皆
さ
ん
に
〝
歯
の
大
切

さ
〞
や
〝
口
の
働
き
の
重
要

性
〞
に
つ
い
て
、
楽
し
く
、

深
く
学
ぶ
場
や
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
提
供
す
る
こ
と
に
力
を

注
い
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
市
民
講
座
で
は
、

西
日
本
新
聞
社
で
長
年
に
わ

た
り
〝
口
の
大
切
さ
〞〝
歯

科
医
療
の
大
切
さ
〞
に
つ
い

で
、
８
月
か
ら
の
実
施
を
め

ざ
す
と
述
べ
た
。
さ
ら
に
、

同
制
度
は
「
西
成
区
で
一
定

の
効
果
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、

他
の
区
で
も
実
施
す
る
と
の

位
置
付
け
で
行
う
」
と
述
べ

た
が
、「
一
定
の
効
果
」
の

客
観
的
な
基
準
に
つ
い
て
の

説
明
は
な
か
っ
た
。

　

３
月
27
日
に
保
護
決
定
通

知
書
と
一
緒
に
送
付
し
た
告

知
文
に
は
、「
緊
急
時
以
外

に
医
療
券
を
持
た
ず
に
受
診

し
た
時
は
、
自
己
負
担
し
て

い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま

す
」
な
ど
と
明
記
さ
れ
て
お

り
、
参
加
者
は
受
診
抑
制
を

う
な
が
す
も
の
で
あ
る
と
指

摘
、「
制
度
の
詳
細
な
ど
が

ま
だ
確
定
し
て
い
な
い
段
階

で
告
知
文
を
送
付
す
る
の
は

お
か
し
い
」
な
ど
の
意
見
が

集
中
し
た
。

緊
急
時
は
医
療
券

な
し
で
も
受
診
可

　

小
澤
理
事
長
は
、「
緊
急

で
医
療
券
が
い
ら
な
い
場
合

の
基
準
や
、
慢
性
疾
患
の
基

準
が
明
確
で
な
い
。
医
療
機

関
に
は
応
召
義
務
が
あ
る
。

緊
急
の
場
合
な
ど
医
療
券
や

登
録
証
を
持
た
ず
に
患
者
が

来
院
し
た
場
合
は
ど
う
対
応

す
れ
ば
よ
い
の
か
」
と
質

問
、「
緊
急
の
場
合
の
対
応

は
今
ま
で
と
変
わ
ら
ず
受
診

し
て
も
ら
っ
て
か
ま
わ
な
い

が
、
医
療
券
を
持
っ
て
く
る

よ
う
に
と
の
周
知
は
徹
底
し

て
ほ
し
い
」
と
述
べ
た
。

　

参
加
者
か
ら
、「
医
療
券

を
複
数
発
行
し
て
い
る
人
は

把
握
し
て
い
る
と
言
っ
て
い

た
の
に
、
わ
ざ
わ
ざ
登
録
制

を
行
う
必
要
は
あ
る
の
か
」

「
重
複
受
診
・
重
複
薬
剤
処

方
の
解
消
が
目
的
と
い
う

が
、
今
ま
で
ど
れ
く
ら
い
の

重
複
受
診
が
あ
っ
た
の
か
な

ど
の
デ
ー
タ
も
示
さ
ず
に
推

し
進
め
よ
う
と
す
る
の
は
強

引
過
ぎ
る
」
と
の
追
及
に
対

し
て
、
担
当
者
は
「
現
段
階

で
そ
の
よ
う
な
デ
ー
タ
は
把

握
し
て
い
な
い
」
と
述
べ
る

に
と
ど
ま
り
、
納
得
が
い
く

説
明
は
な
か
っ
た
。

　

今
回
の
制
度
導
入
に
は
橋

下
市
長
の
意
向
が
強
く
、
協

会
側
の
指
摘
に
対
し
て
職
員

が
窮
す
る
場
面
も
あ
り
、
最

後
に
は
「
と
に
か
く
や
ら
せ

て
欲
し
い
」
の
一
点
張
り
で

あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
医
療
機
関
等
登
録
制
度
】

　

生
活
保
護
受
給
者
の
医
療

機
関
の
受
診
を
各
診
療
科
１

医
院
に
限
定
す
る
。
通
院
す

る
際
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

が
必
要
性
を
確
認
し
た
う
え

で
登
録
医
療
機
関
を
決
定

し
、「
登
録
証
」
を
発
行
す

る
。
原
則
と
し
て
、
登
録
医

療
機
関
以
外
に
は
医
療
券
を

発
行
し
な
い
と
さ
れ
て
い

る
。

　

西
成
区
の
保
健
福
祉
課
の

担
当
者
は
「
医
療
機
関
等
登

録
制
度
」
を
導
入
す
る
目
的

に
つ
い
て
、
医
療
機
関
の
重

複
受
診
や
重
複
薬
剤
処
方
、

不
必
要
な
訪
問
診
療
な
ど
を

抑
制
し
、
適
正
な
医
療
を
確

保
す
る
た
め
と
し
た
う
え

て
１
面
で
連
載
し
、
九
州
各

地
で
講
演
会
を
通
じ
て
話
し

続
け
て
こ
ら
れ
た
佐
藤
弘
氏

（
西
日
本
新
聞
編
集
委
員
）

に
「
口
は
命
の
入
口
、
心
の

出
口
」
と
題
し
、
講
演
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

　

歯
科
医
師
や
内
科
医
、
福

祉
関
係
者
、
教
師
な
ど
、
多

方
面
へ
の
取
材
を
通
じ
て
、

佐
藤
氏
が
た
ど
り
着
い
た
結

論
（『
口
か
ら
見
え
る
健
康

　

歯
科
・
医
科
協
会
の
テ
レ

ビ
番
組
「
医
療
ど
ぉ
〜
ナ

ル
」
の
制
作
が
進
ん
で
い

る
。

　

５
月
の
テ
ー
マ
は
「
消
費

税
ア
ッ
プ
で
社
会
保
障
は
ど

と
、
歯
科
医
療
の
あ
り
方
を

考
え
る
』）
が
、
今
回
の
テ

ー
マ
に
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

多
く
の
方
の
ご
参
加
を
心

か
ら
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ぉ
〜
ナ
ル
」
で
、「
社
会
保

障
・
税
一
体
改
革
」
の
実
態

に
迫
る
内
容
。
５
月
３
日
か

ら
毎
週
木
曜
、
午
後
３
時
55

分
か
ら
サ
ン
テ
レ
ビ
で
放
送

す
る
。

５・６月に研修会

消費税アップで　　　
社会保障はどぉ～ナル

施設基準の届出に対応

外来環の施設基準に係る研修会

歯援診の施設基準に係る研修会

５月放送テーマ

登録証の記載事項
　　　　　　（抜粋）

◇ 同一傷病で重複受診
し、過剰な検査・薬剤
を処方されることを防
ぐため、１診療科は基
本１医療機関の登録
◇ 薬剤については、登録
薬局での一元管理
◇ 新たに医療機関を受診
するときは、事前に担
当ケースワーカーに相
談
◇ 医療機関を受診すると
きは、登録証を提示

生保受給者への通知文
　　　　　　　　（抜粋）

重要
　緊急時以外に医療券を持
たずに受診した時は、自己
負担していただくこともあ
ります

同封の案内チラシに詳細

　本紙５月５日付は、ゴール
デン・ウイークに伴う印刷・
発送体制の都合から、休刊し
ます。

　社保研究部は、歯科外来診療環境体制加算
（外来環）と在宅療養支援歯科診療所（歯援診）の
施設基準に係る研修を５月と６月に開く。

日時　６月16日（土）午後７時～９時
講師　小正裕氏（大阪歯科大学高齢者歯科学講座教授）
内容　 ①高齢者の心身の特性、②口腔機能の管理、③

緊急時対応等
【注意事項】両研修会とも会場・Ｍ＆Ｄホール、定員
・各100人（要事前申し込み）、会費・千円（受講証発
行手数料含む）。参加は大阪府歯科保険医協会会員本
人に限る（代理受講不可）。途中で入退場の場合は受
講証発行の対象外。

日時　５月26日（土）午後７時～９時
講師　 原田丈司氏（大阪大学大学院歯学研究科口腔外

科学第一教室准教授）
内容　 ①偶発症に対する緊急時の対応、②医療事故、

③感染症対策等の医療安全対策

保険で
よい歯科診療を

大阪連絡会大阪連絡会

外来環・歯援診

大阪市と懇談


